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情報リテラシー教育に関しても， 学修や研究の
ニーズを捉えたワークショップを種類・量とも多数
実施して多くの参加者を得ていることに加え4）5），
web 上のツールを活用して，オンラインで情報リ
テラシーについて学べるコンテンツを用意したり，
e リソースガイドを提供したりと，対面式のワーク
ショップと web 上での支援とをともに活用するな
ど，より多くの利用者に情報リテラシー教育を提供
するための工夫がなされている。

またシンガポールは，東京23区と同程度の面積し
か持たない小さな島国であるが，「唯一の資源は人
材」との考え方のもと教育や人材の育成に国を挙げ
て取り組んでおり6），2016年以降 NUS ならびに NTU
が QS World University Rankings においてアジア
地域のトップ 2 を占め続け，世界的にもトップ15以
内にランクインするなど7），同国の大学は国際的に
存在感を示している。

これらのことから，日本と同じアジアに位置し，
世界的にも高い評価を受けているシンガポールの事
例を参考とすることは，日本の大学図書館における
学修支援の幅を広げるとともに， 限られた人的リ
ソースのなかで，多くの学生・教職員に対し情報リ
テラシー教育をはじめとした各種支援を効果的に実
施するための一助となると考え，同国の高等教育機
関附設図書館が提供する学修支援活動について調査
を行うこととした。

1．はじめに
本稿では，令和元年度国立大学図書館協会海外派

遣事業の助成を受けて2019年10月 8 日から同月10日
に実施したシンガポール国立大学（National University 
of Singapore，以下 NUS），シンガポール・ポリテク
ニック（Singapore Polytechnic，以下 SP）および南
洋理工大学（Nanyang Technological University，
以下 NTU）における聞き取り調査に基づき，シン
ガポールの大学およびポリテクニックの図書館にお
ける学修支援のための取り組みについて報告する。

1.1　調査の背景
日本国内においては国立大学図書館協会が2015年

に「高等教育のための情報リテラシー基準」1）を，
海外においても2016年に ACRL（Association of 
College and Research Libraries） が「Framework 
for Information Literacy for Higher Education」2）を
策定するなど，高度情報社会のなかで図書館におけ
る情報リテラシー教育を中心とした学修支援活動の
重要性は，近年ますます高まってきている。

シンガポールの高等教育機関附設図書館において
も，2000年ごろから館内に新たな設備やスペースを
設置するなど3），その役割を，従来の資料提供中心
の場から，利用者が自らの学びや発見を創出できる
インタラクティブな学修の場へと変化させる取り組
みが行われている。

抄録：2019年10月に現地で実施した聞き取り調査をもとにシンガポール国立大学，シンガポール・ポリテク
ニックおよび南洋理工大学における学修支援活動の実態について，学修空間の整備，情報リテラシー教育およ
び web 上のリソースを利用した学修支援を中心に報告する。各機関とも，現在は学修のためのスペースを確
保することを重視しており，利用者のニーズに応じられる環境を整備している。ワークショップについては，
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者に必要な情報や情報リテラシー教育を提供している。
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CRS（Collections and Research Services） の 4 部
門から構成されている。このうち情報リテラシープ
ログラムを担当する部門は ESLI であり，同部門に
は30名のライブラリアンが所属している。

また同館では2017年に NUS の教育戦略に合わせ
た学修・研究支援のための枠組みとして，植物の形
を模して学修・研究時に必要な情報リテラシーなど
のスキルを 7 つの領域に分けて簡潔に表した RSF

（Research Skills Framework）を策定しており14），
ワークショップや学習モジュールを構成する際にこ
のフレームワークの内容が参照されている。

図 1　Research Skills Framework（NUS）

2.2　Central Library の学修空間
NUS の図書館を構成する 8 館のうち，中央図書

館としての役割を果たしているのが本調査で筆者が
訪問した Central Library である。

同館は NUS のメインキャンパスにある Library 
Tour の 3 階から 6 階に所在しているが，筆者の訪
問時には改修中であり，改修後には 1 階から 6 階ま
でが図書館スペースとなる予定である。現在 NUS
では排架スペースを削減して，学修のためのスペー
スを整備しており，今回の改修もそういったスペー
スを増設する目的で行われている。

同図書館内には伝統的な閲覧スペースやグループ
学習室，キャレルスペースなどに加えて，3 D プリン
タや VR などを利用できる TEL-Imaginarium，高
性能な PC や大型ディスプレイを備えた Digital 
Scholarship Lab，学生がくつろいで過ごすことの
できるスペースである Perk Point などが設置され
ている。TEL-Imaginarium に関しては，学内の学
部にも類似の施設があるものの，あえて図書館にも
設置した理由として，図書館は全学構成員に開かれ
た場であり，そのような誰もが気軽にアクセスでき

1.1.1 シンガポールの教育制度と調査対象
シンガポールにおける教育段階は primary（初等

教育），secondary（中等教育）および post-secondary
（中等後教育）に分類されている。このうち，義務
教育は primary school のみである。 その後の進路
は，primary school お よ び secondary school の 卒
業時に実施される各種試験の合否および成績によっ
ておおよそ決定される8）9）。

post-secondary としての主な進学先には， 研究
大学，高度な職業教育を行うポリテクニック，同じ
く職業教育を行う ITE（Institute of Technological 
Education） がある。 シンガポールにおける post-
secondary 教育の特徴として，研究大学と職業教育
のための教育機関の役割が分担されており，かつ各
機関がそれぞれ特色ある取り組みを行っていること
が挙げられる。

同国では secondary school 以降はすべて post-
secondary と規定されているが， このうち学位や
ディプロマを授与する tertiary（高等教育）に該当
するものは大学およびポリテクニックであること，
および日本の大学において産業界との連携やキャリ
ア教育の必要性が学士課程教育に求められるものと
して挙げられており10），その点において産業界と密
接に連携しているポリテクニック11）の事例は参考に
できると考えたため，本調査の対象を大学およびポ
リテクニックの附設図書館とした。

特に本調査では前述したように世界トップレベル
の評価を受けている NUS および NTU を大学とし
ての調査対象に，またシンガポールで最初に創設さ
れたポリテクニックであり，近年，図書館内に新た
なスペースや設備を積極的に導入している SP をポ
リテクニックとしての調査対象に設定した。

2．National University of Singapore（NUS）
2.1　NUS および図書館の概要

NUS は1905年に設立されたシンガポールで最も
長い歴史を持つ総合大学であり，2019年現在17の学
部（school） に学生約4.1万人， 教職員約1.2万人が
所属している12）。

同校の図書館は 8 館の図書館から構成されてお
り，メインキャンパス外に所在する C J Koh Law 
Library および Medical Library はシンガポール国
内において各分野における事実上の国立図書館とし
て機能している13）など，学内のみならず国レベルで
重要な役割を果たしている。

図書館組織は2019年に再編され，現在は IT and 
Technical Services， Administrative Services，ESLI

（Educational Services and Learning Innovation），
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Researcher Unbound である。Researcher Unbound
は2016年から開始された学内構成員なら誰でも参加
可能なワークショップであり，主に院生や若手研究
者を対象に，各種文献管理ツールや統計分析のため
のツールである R，論文投稿の際に組版を行うため
の LaTeX など研究を進めるうえで有用なツールの
利用方法や特定の資料の探し方などを扱っている。
2018/2019年度第 2 学期（2019年 1 月～ 5 月）には，
合計で27回24種類のワークショップが行われ15），学
生のみならず研究をサポートする他部局の職員など
約754名が参加する，非常に人気のある取り組みと
なっている。

Researcher Unbound内で開催されるワークショッ
プのうち，半分程度は図書館が単独で実施し，ライ
ブラリアンが講師をしているが，残りの半分は他部
局や学外の出版社などと協働で実施されている。学
内他部局に連携を打診する際には，Centre for 
Instructional Technology や Centre for Future-
Ready Graduates などのプログラムに興味を持ちそ
うな部局をターゲットとしてあらかじめ狙いを定め
たうえで，図書館との協働により相互のスキルや専
門性を活用することが NUS コミュニティ全体の利
益につながる，各組織の取り組みを NUS の構成員
に宣伝する機会ともなる，など Researcher Unbound
に参加する効果やメリットをアピールすることで連
携を実現している。また，図書館外の部局や学外の
団体から講師の打診があった場合には，内容につい
てあらかじめ先方とディスカッションを行い，連携
の可否を決めるなど，Researcher Unbound の質を
保つためのブランディングも意識的に行っている。

2.4　e リソースガイド
ILP に関連して，NUS では LibGuides を利用し

て各分野のパスファインダーや引用の仕方などにつ
いてのガイドを作成・公開しており，2019年12月現
在で40名以上のサブジェクトライブラリアンによる
約180のガイドが公開されている16）。

ガイドの中には前述した各学部と協働で実施して
いる講義やモジュールのためのガイドもあり，ワー
クショップや講義のチュートリアルにおいてもこれ
らのガイドを利用するため，利用を通して学内の構
成員に周知が図られている。

これらのガイドは，基本的に作成者である各ライ
ブラリアンによって管理されるが，年に 1 度Resource 
Team による調査も行われている。この調査では，
各ガイドの閲覧数や内容を確認するとともに，閲覧
数が少ないガイドや内容の古くなったガイドを削
除，あるいは非公開にするよう各ライブラリアンに

る場所に TEL-Imaginarium のような設備を設置し
ておくことが重要なのだ，ということであった。

2.3　情報リテラシープログラム
ESLI は2018年に合計で292回の情報リテラシープ

ログラム（ILP）を実施しており，その内訳は各学
部のプログラムやモジュールの一部として実施した
ものが229回で約 8 割を占め，残りの63回分は図書
館が主催し，学内構成員であれば誰でも参加可能な
Researcher Unbound として行ったワークショップ
となっている。

2.3.1　各学部との連携
ESLI は現在 Faculty of Engineering，Faculty of 

Science，Yong Loo Lin School of Medicine など 7
つの学部と連携して ILP を実施している。

協働で授業に参画するようになった発端はほとん
どの場合，図書館からの働きかけである。教員への
働きかけの際には，学生の課題に関連したチュート
リアルを授業で行いたい旨の提案を行うとともに，
学生の学びにおける情報リテラシー能力の重要性な
どについて教員と話し合いを行っている。継続的な
働きかけの結果として， シラバスに ILP が盛り込
まれ，エンベディットライブラリアンとして教員と
協働で授業にあたるようになった講義もある。

これらの ILP で扱う内容は実施する学部やモ
ジュールによってさまざまではあるが，データベー
スの紹介や検索ツールの有用な使い方のみならず，
問いの立て方や情報の評価基準など大学において研
究を行ううえで必要なスキルについての講義を行う
ことが多い。またこれらの ILP においては，対面
式の講義だけでなく MOOCs などの OER（Open 
Educational Resources） も活用しており， 双方を
効果的に組み合わせたプログラムを実施している。

ILP への学生や教員からの評価は良好であり， 9
割以上の教員からはポジティブな反応が得られてい
る。その反面，それらの結果を示して新規の教員に
協働の打診を行っても，ILP の有用性は理解される
ものの，各講義やモジュールと協働できる機会は多
くないとのことであった。 そのような状況の中で
も，単発の講義としての依頼は増加しているとのこ
とであったが，図書館としては，エンベディットラ
イブラリアンとして継続的に講義やモジュールに参
画できる機会を増やしていくことが今後の課題だと
いうことであった。

2.3.2　Researcher Unbound
上記とは別に図書館が主催で開催している ILP が
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とに目的が明確に区別されている。本節では主要な
フロアである 2 ～ 4 階について簡潔に紹介する。

2 階部分は図書館のエントランスであるとともに
学びのエントランスとしての役割も担っている。こ
のフロアは，学生たちが新しい学びや興味を発見す
るためのエリアとして設定されており，すべての学
部の学生向けにさまざまな分野の図書や，各学部の
モジュールについての紹介が展示されている。これ
らの展示は各学部と連携して行っているが， その
きっかけは図書館から作ることもあれば，各学部か
ら依頼があることも多いということだった。

3 階部分は，School of Business の学生を主な対
象としたフロアとなっており， 学生同士でディス
カッションやプレゼンテーションを行うためのス
ペースが広く取られていた。

4 階部分は上述した Da Vinci Level と呼ばれる
スペースであり，Media, Arts & Design School の
学生を主な対象としたフロアとなっている。ここに
はグループでディスカッションを行うために壁およ
び机がホワイトボードとなっている個室が設置され
ているほか，学生が制作した模型や作品なども展示
されている。

SP の図書館のあり方は，訪問時に担当者が述べ
た「図書館は図書を提供するだけでなく，学びや発
見と手助けする場所」との言葉通り，各学部の学び
の内容を展示したり，さまざまな物質を実際に触れ
ることのできる形で展示したりと，学生の興味を引
く工夫が随所に凝らされており，学びを支援する場
として非常に印象的であった。

写真 1　物質の説明とその現物の展示
（Main Library 2 階）

3.3　Polymall
SP では各学部を担当するスクールライブラリア

ンを 1 ~ 2 名置いており，彼らが各学部における情
報リテラシー教育等を担当している。ただし，SP
ではライブラリアンの数が少ないため，基本的に対

要請するなどしており，これらの取り組みによって
ガイドに記載された情報やその質を保っている。

2.5　レファレンス
最後に学修・ 研究支援に関して， レファレンス

（Ask a librarian）サービスを取り上げる。
NUS では2012年に利用者の学修・研究を支援す

るためにオンラインチャットを用いたレファレンス
を開始した17）が，現在ではライブラリアンの負担が
大きいという理由から同サービスは廃止されてお
り，レファレンスは基本的に e メールで受け付ける
ようになっている。

これらの質問および担当ライブラリアンからの回
答はすべて管理画面から確認できるようになってお
り，不正確な，あるいは不足した回答を行った場合
には，別のライブラリアンがその回答をフォローで
きる仕組みが構築されている。

3．Singapore Polytechnic（SP）
3.1　SP および図書館の概要

SP はシンガポールに 5 校あるポリテクニックの
ひとつであり，1954年に創設され， 現在10の学部

（school） に学生約17,600名， 教職員約1,550名が所
属している18）。ポリテクニックの目的は工学や経済
学などの分野で実践的な専門教育を行うことであ
り，NUS や NTU と比べると教職員の数も多くな
いため，ライブラリアンと各学部の教員との連携が
密接で，設備も各学部のニーズをより強く意識した
ものになっていると感じた。

SP の図書館の特徴として，SP のビジョンである
「仕事で，人生で，そして世界で即戦力となる学生
を養成する一流の機関（A leading institution that 
prepares our students to be work-ready， life-
ready and world-ready）」 に沿って2012年に建築
学とデザイン学に焦点を当て，グループディスカッ
ションのための個室や情報機器，レゴなどを備えた
Da Vinci Level を，翌2013年には多様な種類の工具
や 3 D プリンタなどを備えた Makerspace@SP を設
置するなど19），各学部の実践的なニーズを満たすた
めの設備を備えていることが挙げられる。

3.2　Main Library の学修空間
Main Library は大きく Main Block と Annex Block

の 2 棟に分かれている。前述した Makerspace@SP
は Annex Block 内に設置されているが，筆者が訪
問した際には Annex Block は改修中であり，その
機能は Main Block の 1 階部分に縮小して移転され
ていた。Main Block は 5 階建てであり，フロアご
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3.5　レファレンス
SP でもレファレンス質問は基本的に e メール等

で受け付けており，各担当のスクールライブラリア
ンがそれらの質問に回答している。

ただし，利用案内などのクイックレファレンスに
関してはカウンタで受け付けているほか，同じくシ
ンガポール国内のポリテクニックである Temasek 
Polytechnic の図書館と協働でチャット bot を導入
して対応している。このチャット bot は画面に表示
された質問を選択する，もしくは自分で質問を打ち
込むことで自動的に回答や回答の掲載されたページ
へのリンクを提供するツールである。自動返信では
対応できない複雑な質問があった場合には，図書館
に連絡するよう案内が表示されるとのことで， レ
ファレンスの入り口としての役割も持っているとい
える。

4．Nanyang Technological University（NTU）
4.1　NTU および図書館の概要

NTU は1981年に設立された Nanyang Technological 
Institute の後身として1991年に創設された総合大
学で， 現在 5 つの学部（college） から構成されて
おり，約3.2万名の学生と約8,400名の教職員が所属
している20）。

同学の図書館は，主に理工系の資料を所蔵し，旗
艦図書館としての役割を担っている Lee Wee Nam 
Library および，人文系・社会科学系・医学系など
の専門図書館 7 館の計 8 館から構成されている21）。

4.2　Lee Wee Nam Library の学修空間

写真 2　Lee Wee Nam Library Spaces

本調査において筆者が訪問した Lee Wee Nam 
Library は1986年の建設以降改修を繰り返してお
り，現在では 2 階に巨大なラーニングコモンズ様の
スペースが設けられている。 3 階以上は従来の閲覧
スペースとなっており， 加えて最上階の 5 階には

面でのワークショップは行っておらず，もっぱらオ
ンライン上で教材やガイドを作成・提供することで
学生への学修支援を行っている。このうち e ラーニ
ング用のモジュールについては， 昨年度から
Polymall と呼ばれるポータルサイト上で公開して
いる。

なお，Polymall とは，シンガポール内の 5 つのポ
リテクニックが共同で運用するポータルサイトであ
る。ここに公開されている各ポリテクニックのコン
テンツは，アクセス権限の範囲にもよるが，いずれ
かのポリテクニックに所属していれば，自機関のコ
ンテンツに加え，他機関のコンテンツも閲覧・利用
することが可能である。

SP の図書館では，この Polymall 上に各学部の講
義やコースと協働で作成したモジュールを公開して
いる。これらのモジュールは連携する講義・コース
のプログラムに沿って作成されており， 各講義・
コースの側では，指定された Polymall 上のモジュー
ルを完了させることを必須の修了要件として定めて
いる。このように，SP においては，学部と連携し
て図書館の作成したモジュールの受講を必須のもの
とすることによって，多くの学生に情報リテラシー
教育を提供することに成功している。

3.4　LibGuides
Polymall 上におけるモジュールとは別に，SP に

おいても LibGuides を活用した授業・学修支援を提
供している。LibGuides 上のコンテンツの種類には，
引用や著作権など情報リテラシー全般に関するも
の， 各学部に特化しつつ汎用的な内容を扱ったも
の，個々の講義に沿った内容のものがある。

このうち， 汎用的な内容のものについては各ス
クールライブラリアンの裁量で作成されているが，
個々の講義の内容と連携したコンテンツに関して
は，講義担当教員からの「○○の講義で利用したい
ので××といった内容のガイドを作成してほしい」
といったような依頼を受けて，各スクールライブラ
リアンが作成しているとのことである。

また上述のような LibGuides や図書館空間の各学
部との連携については，新任教員へのオリエンテー
ションなどの機会に，図書館側が各学部や講義をサ
ポートするためにできることを紹介し，教員全体に
図書館と連携するメリットを広報しているほか，図
書館と連携したことのある教員が他の教員にそのメ
リットなどを伝えることにより新たな連携先が増え
ることもあるということであった。
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ング教材は，2019年 1 月からNTULearnというポー
タルサイトにアップされている。同教材は現在著作
権やデータベースの探し方，フェイクニュースに関
することなど 8 種類のユニットから構成されてお
り，各ユニットはそれぞれ15分ほどで一通りやり終
えることのできる分量となっている。

同教材の内容はアニメーションやクイズなどを盛
り込み，SNS など身近な話題をテーマに関連付け
ることで受講者が楽しみながら必要な知識を身に着
けられるように工夫されている。各ユニットは学生
との協働によって作成されており，ユニットの内容
はライブラリアンが考えるものの，キャラクターデ
ザインやアニメーションなどについては図書館が雇
用した学生によって作成されている。

本 e ラーニング教材の受講は必須ではないため，
現 在 は LCC（Language and Communication 
Centre） が学部生に行っている必修科目に参画す
る際に講義内で本教材を利用するほか，バレンタイ
ンデー等の行事に合わせて適宜キャンペーンを企画
し，各種 SNS を使って広報を行うなど学内への周
知を図っている段階であるとのことであった。

4.5　対面式ワークショップ
一方で対面式のワークショップは，主に研究者や

院生を対象とした内容ではあるが，基本的に学内者
であれば誰でも参加可能な形式で開催されている。
これらのワークショップの内容は，大きく Scholarly 
Communication & Impact， Digital Scholarship 
Tuesdays およびその他文献管理ツールや LaTeX
に関するものに分けられる。また，上記のような図
書館主催のものとは別に同館では学内他部局や教員
と協働で行っている講義などもある。

4.5.1　Scholarly Communication & Impact
Scholarly Communication & Impact は修士， あ

るいは博士課程に進学した学生は必ず受講しなけれ
ばならない 1 コマ 3 時間のワークショップである。

本ワークショップでは，研究に必須となってくる
投稿論文の引用やそのインパクトの指標の見方・調
べ方，オープンアクセスの重要性，研究資金の助成
を受ける際に必要となる研究データ管理計画などに
ついて取り上げている。

4.5.2　その他図書館主催のワークショップ
Digital Scholarship Tuesdays はその名の通り学

期中の毎週火曜日に開催されるワークショップで，
データマイニングやデータビジュアライゼーション
の た め の ツ ー ル で あ る Tableau や OpenRefine，

quiet zone が設置されている。
NTU は大学として，IT 技術等によってより良い

学修・研究・生活環境などをサポートするという
smart campus を目指しているが，図書館もその中
で smart library となることを標榜している。その
ため現在の図書館は，研究者や教員の研究を後押し
するような，学修・研究意欲を促進するショーケー
スとしての役割を担えるよう設計したとのことであ
る。この理念に従って，同館では書架のためのス
ペースをなるべく減らし，協働学修などのためのス
ペースを優先的に設けている。その設計にあたって
は，学内者からの評価も参照はしたが，主に米国，
豪州，韓国，台湾などの先進的な大学図書館を見学
してそのスペースや設備を参考にしたとのことで
あった。

特に 2 階部分は高性能な PC を利用した学修や協
働学修のためのスペースとして，また学修・研究意
欲を高めるためのスペースとしてさまざまな設備や
工夫が凝らされている。ここには数種類の個人，あ
るいはグループのためのスペースが設けられている
が，それらのほとんどは区切られたスペースであり
ながら，外から見た時にも中で学習していることが
分かるような作りになっている。 設置されている
PC に関しても曲面ディスプレイ，デュアルモニタ，
トリプルモニタなどを備えた端末が用意されてお
り，利用者が個々のニーズに応じた端末を利用でき
るようになっていた。

ま た 同 館 は smart library と し て「健 康 的 な
（healthy）」図書館であろうともしており，そのた
め館内には観葉植物や水槽など来館した利用者がく
つろげるような工夫もなされている。

4.3　NTU における情報リテラシープログラム
NTU の図書館では，2017/2018年度に年間500回

以上のワークショップを行っていた22）が，その後の
組織改編に伴い，従来30名以上いた情報リテラシー教
育等を行うサブジェクトライブラリアンが，Advisory 
and Consultation Team に集約され， 8 名まで減少
したため， 現在は学部生のみを対象としたワーク
ショップは行わなくなっている。その代わりに現在
では学部生向けに e ラーニングのための教材が作成
されているほか，学内者であれば参加可能なワーク
ショップや他部局と協働して開催しているワーク
ショップは継続的に実施されている。以下の各項で
それぞれの詳細について述べる。

4.4　e ラーニング教材
学部生，特に初年次生向けに作成された e ラーニ
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5．調査のまとめ
これまで述べてきたように，今回調査の対象とし

た各校では，それぞれの機関の特徴や組織の人数に
応じた三者三様の学修支援を実施していることが分
かる。以下，各校の学修空間の整備や情報リテラ
シー教育に関する取り組みについて簡単なまとめを
行うとともに若干の考察を加える。

5.1　学修空間と設備
本調査で訪問した図書館はいずれも，学修のため

のスペースをより拡充するために改修を行ってい
た。改修後は目的ごとにスペースや階層が分けられ
ている場合が多く，利用者が目的に応じたスペース
にスムーズにアクセスできるようになっている印象
を受けた。また新設されたスペースは，主にディス
カッションやプレゼンテーションを行うためのス
ペースや情報端末を利用した作業のためのスペース
であったが，そのほかに利用者がリラックスして過
ごせるスペースも設けられており，すべての利用者
が学修したりくつろいだりできるサードプレイスと
して図書館を利用可能なように設計されていると感
じた。

また，図書館はすべての利用者が平等にアクセス
で き る 場 所 で あ る と 自 負 し，NUS で は TEL-
Imaginaruim，SP では各学部のプログラムや入門
書の紹介のためのスペースなど，学部の枠を超えた
幅広い学びや発見を誘発するためのスペースや設備
を提供している点も非常に特徴的であった。

5.2　情報リテラシー教育の内容
シンガポールの研究大学における情報リテラシー

教育の特徴として，研究の流れと各フェーズを意識
したワークショップを積極的に展開している点が挙
げられる。特に研究者向けのワークショップでは，
研究データの加工・整形・公開や発表資料作成に役
立つ各種のツールや知識を提供するなど，実用性の
高い内容のものが多い。このように研究の流れを意
識した実用性の高いワークショップを実施すること
が，図書館の実施する学修・研究支援活動の有用性
という評価につながり，さらにその評価によって，
学部の講義やプログラムとの長期的な連携や，多く
の学生・教職員が図書館の実施するワークショップ
に参加する下地となっているものと考えられる。

また，学部生や SP の学生を対象とした情報リテ
ラシー教育では，情報・文献の入手方法や引用の作
法だけでなく，CRAAP テストなどを活用した情報
の識別・評価が重視されている。このことに関する
ワークショップや e ラーニング教材では，単に研究

Prezi などの使い方を紹介している。
このほかに，文献管理ツールや LaTeX など研究

や執筆に必要なツールのためのワークショップも
2018/2019年度の第 2 学期（ 8 月～11月）には 4 か月
で30回程度開催されるなど頻繁に行われている。こ
れらのワークショップでは学部生向けの回が開催さ
れていることもあり，幅広い学生が参加している。

また図書館では，博士課程の院生が学修・研究に
役立つ内容を発表する機会を提供しており，院生の
申込によって上記以外のワークショップが開催され
ることもある。

4.5.3　館外のコースやプログラムと連携した取組
上記のほかにも館外の講義やプログラムと連携し

た学修・ 研究支援のための取り組みは行われてい
る。その中の代表的なものがURECA（Undergraduate 
Research Experience on CAmpus） プログラム23）

との連携である。URECA プログラムは毎年約600
名の新入生が登録するプログラムであり，図書館は
この中で必修のワークショップを 3 回担当してい
る。同ワークショップでは研究を始めるにあたり必
要となる文献の探し方や文献の評価の方法，データ
ビジュアライゼーションの手法，研究を伝えるため
の方法などを教授しており，研究の流れを意識した
内容となっている。なお，URECA と図書館が連携
することになったきっかけは，URECA がプログラ
ムを変更するタイミングで図書館の方から連携につ
いての働きかけを行った結果とのことであった。

その他の部局や教員との協働については，機会を
見て図書館側から働きかけることが多いが，ワーク
ショップに参加した教員から授業内での連携などに
ついて依頼されることもあるということであった。

4.6　LibGuides およびレファレンス
NTU では LibGuides 上のコンテンツは Advisory 

and Consultation Team によって作成されており，
各分野は 2 人以上のサブジェクトライブラリアンが
担当し，また 1 人につき最低 2 つの分野をカバーし
て運用されている。各ガイドの内容としては，それ
ぞれの分野に即したものに加え，ワークショップや
イベントの開催に関連したものや，教員からの要請
によって各講義に即したコースガイドなどがある。

レファレンスに関しては，基本的に各ライブラリ
アンが e メールで受け付けることが多く， ついで
web フォームでの受付が多い。また NTU において
も web サイトにクイックレファレンス用のチャッ
ト bot が設置されており，利用案内などはこちらで
も対応できるようになっている。
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なる多様なワークショップを提供できるという点で
も，また特に学生にとっては身近な視点からのアド
バイスを受けられるといった点でも非常に有用であ
ると考えられる。

6．おわりに
シンガポールの高等教育機関附設図書館には各分

野を担当するサブジェクトライブラリアン（スクー
ルライブラリアン）が配置されている点や，所蔵し
ている資料の多くやワークショップで使用する言語
が英語である点など，確かに日本と事情の異なる点
は少なくない。しかしながら，講義やワークショッ
プにおいて研究の流れ全体を意識した内容を多く取
り入れている点や，web 上のリソースを積極的に
活用し，より広範囲の利用者にサービスやサポート
を提供しようと取り組んでいる点，他部局や教員に
対して能動的に連携を提案している点等，参考にで
きる部分も多くある。

また今回の調査を通して，シンガポールの大学・
ポリテクニックの図書館では，組織のミッションや
ビジョンならびに，それらに対していかに貢献する
かを強く意識して業務を行っているということが分
かった。シンガポールの教育機関においては，各機
関のミッションやビジョンに貢献することが各部局
の評価につながっており，その危機感が今回訪問し
た各図書館の積極的な行動や取り組みに繋がってい
るであろうと推察される。加えて今回訪問した各図
書館組織は図書館として独自のミッションとビジョ
ンも掲げており，それが各館における取り組みの一
貫性や継続性を担保しているのだろうと思われた。

以上，シンガポールの学修支援に関する粗雑な素
描ではあるが，本稿が各機関において，今後学修支
援事業を考える際の一助となれば幸いである。
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だけでなく，フェイクニュースや SNS といった学
生に身近な事例も扱っており，研究活動を行ってい
ない学生にも興味を持たせる工夫がなされていた。

5.3　Web 上のリソースの活用
上述した情報リテラシーに係る学修・ 研究支援

は， 対面式のワークショップだけでなく，web 上
のリソースを活用したモジュールによっても提供さ
れている。 対面式とオンライン教材はいずれも長
所・短所があるため，今回調査した機関では，この
2 種類の方法を図書館が実施するプログラムや各学
部の講義などと組み合わせて提供している例が多く
見られた。

今回訪問したすべての機関で，サブジェクトガイ
ドとして LibGuides が利用されており，各分野の基
本資料や学修・研究に役立つ情報，各科目で利用す
る資料などがまとめられていた。これらのガイドは
基本的に各主題担当のライブラリアンが内容を作成
し，管理・更新しているが，個々人での管理とは別
に，ガイド全体の管理担当者も定期的に内容を調査
しており，これによってより確実に情報の鮮度を保
つなどの工夫がなされている。

また LibGuides 上の各ガイドやその他のオンライ
ン教材は，各機関とも授業のプログラムなどと連携
していることが多く，図書館単独で公開する以上に
多くの利用者に必要な情報を届けられるようになっ
ていた。このように web 上のリソースを活用する
場合は，単に作成・公開するのみではなく，実際に
それらのコンテンツを利用することが必要な状況を
作り出すことも情報リテラシー教育をより多くの学
生に提供するうえで重要なのだと痛感させられた。

5.4　他部局・教員等との連携
シンガポールの高等教育機関附設図書館による学

修・研究支援は，学部の講義やプログラムと連携し
て提供されていることが多い。これらの連携は，ほ
とんどの場合，図書館側からの熱心なアプローチに
よって実現に至っており，図書館が自ら学修・研究
支援の場を拡げていこうとする積極的な取り組みの
成果であるといえよう。

また，根気強くアプローチを続けることも必要で
はあるが，他部局のプログラムや教員の講義と連携
する際には，そのプログラムや講義の内容が決まる
前にアプローチをかけるなどのタイミングも重要と
の発言も聞かれた。そのためには学内の動きを常に
注視しておくことが必要であろう。

加えて NTU で行っているような博士課程の院生
と連携した学修支援も，図書館や組織の視点とは異
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14）	 注13に同じ。
15）	 当該学期に開催されたワークショップの一覧につい

ては下記の web ページを参照されたい。下記のペー
ジからは各回の資料も公開されている。

	 “Researcher Unbound: AY 2018/19 Semester 2 ”. NUS 
Library.（オンライン）, https://libportal.nus.edu.sg/
frontend/ms/researcher-unbound/past-workshops/
ay201819-sem2,（参照 2109-11-28）. 

16）	“Resource Librarians”. NUS Libraries.（オンライン）, 
http://libguides.nus.edu.sg/?b=o,（参照 2019-12-1）.

17）	 注 3 に同じ。
18）	 Singapore Polytechnic. Annual Report 2018/2019. 2019.

（オンライン）, https://www.sp.edu.sg/docs/default-
source/publications/sp-annual-report-2018-19_final.
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21）	 この 8 館に加えて，NTU には NIE（National Institute 
of Education）の図書館など図書館組織の傘下にない

Chia Yew Boon， Ms. Samantha Ang， Mr. Akbar 
Hakim， Ms. Umarani Jayapal， Ms. Nurashikin Bte 
Mohamed Jasni およびご協力いただいた現地のみ
なさまにも深く感謝の意を表したいと思います。

また本事業への申込時から国立大学図書館協会の
みなさまと海外派遣メーリングリストの参加者各
位，特に一橋大学の寺島久美子氏には大変お世話に
なりました。ありがとうございました。

最後になりましたが，準備段階から多くの有益な
アドバイスをいただき，また長期間職場を空けるこ
とを快諾していただいた神戸大学附属図書館の各位
に篤く御礼申し上げます。
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